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特許庁 機械翻訳システムの開発
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会社紹介

電子デバイス事業領域

エネルギー事業領域

社会インフラ事業領域

東芝デジタル＆コンサルティング（株）

東芝エネルギーシステムズ（株）

東芝インフラシステムズ（株）

東芝デバイス&ストレージ（株）

デジタルソリューション事業領域

東芝デジタルソリューションズ（株）

東芝テック（株）

 インテグレーション

(業務・各業種向けソリューション)

 IoTソリューション

 AI・アナリティクス

 セキュリティソリューション

 ICT基盤

2020年4月1日現在

東芝エレベータ（株） 東芝ライテック（株） 東芝キヤリア（株）

第4回（2009年）長尾賞受賞

「The翻訳シリーズ」
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特許庁 機械翻訳システムとは

国内特許情報を海外に発信する際や、中国語、韓国語の文献を国内ユーザが
参照する際に、機械翻訳文を提供するシステム。日英翻訳においては、ピーク時
20,000アクセス/時の翻訳処理を行っている。

機械翻訳システム

中日・韓日翻訳
2020年4月リリース

日英翻訳機能
2019年5月リリース

一般ユーザ

海外庁審査官

国内審査官

翻訳文を蓄積
中→日、韓→日

リアルタイム翻訳
日→英

http://4.bp.blogspot.com/-eZlLITNwdVA/VCkbxupqBvI/AAAAAAAAnMk/2v1JHU7H8DQ/s800/yajirushi09_chokkaku.png
http://4.bp.blogspot.com/-eZlLITNwdVA/VCkbxupqBvI/AAAAAAAAnMk/2v1JHU7H8DQ/s800/yajirushi09_chokkaku.png
http://4.bp.blogspot.com/-eZlLITNwdVA/VCkbxupqBvI/AAAAAAAAnMk/2v1JHU7H8DQ/s800/yajirushi09_chokkaku.png
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ここで見られます。無料です。

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

日英
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ここで見られます。無料です。

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

※中日、韓日はバッチ翻訳のため、概ね2020年3月以
降の発行分が、新しい機械翻訳システムで翻訳されたも
のです。

中日
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公報

審査書類（300種類以上）

機械翻訳システムの特徴①

多種多様な書類に、それぞれ最適な翻訳エンジンを組み合わせ

特実
請求項・明細書・要約書

意匠 審判商標

拒絶理由
通知書

意見書 特許査定手続補正書

主要な特許公報（請求項、明細書、
要約書）だけでなく、意匠・商標・審
判公報や、多様な審査書類。

それぞれ語彙や表現が異なる。
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機械翻訳システムの特徴①

多種多様な書類に、それぞれ最適な翻訳エンジンを組み合わせ
拒絶理由通知書

特許出願の番号 特願２０１１－０９１×××
起案日 平成２５年 ４月２０日
特許庁審査官 東芝 太郎 ９９０１ ４Ｎ００
特許出願人代理人 大谷 翔平（外 ２名） 様
適用条文 第２９条第１項、第２９条第２項
この出願は、次の理由によって拒絶をすべきものです。これについて意見がありましたら、この通知書の発送の日から３か月
以内に意見書を提出してください。

理 由

１．この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国において、頒布された下記の刊行物に記載され
た発明又は電気通信回線を通じて公衆に利用可能となった発明であるから、特許法第２９条第１項第３号に該当し、特許を受け
ることができない。
２．この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国内又は外国において、頒布された下記の刊行物に記載され
た発明又は電気通信回線を通じて公衆に利用可能となった発明に基いて、その出願前にその発明の属する技術の分野におけ
る通常の知識を有する者が容易に発明をすることができたものであるから、特許法第２９条第２項の規定により特許を受けるこ
とができない。

記 （引用文献等については引用文献等一覧参照）

文献１には、蛍光物質がリンカーを介して結合した修飾ヌクレオチドが記載され、それをリアルタイムでの核酸検出システムに
用いることも記載されている（特許請求の範囲、段落0002-0005）。そして、表１には各種のリンカーが、表２には調製された各種
の修飾ヌクレオチドが記載されており、これらには請求項１、２の特定を満たすものが包含されている。
文献２にも、蛍光物質がリンカーを介して結合した修飾ヌクレオチドが記載され、それを核酸のシークエンシングに用いることも
記載されている。よって、請求項１－１０に係る発明は、いずれも当業者が容易に構成し得たものである。

そして、これらの発明を構成したことによる効果も当業者が予測し得ない程格別顕著なものとは認められない。
ゆえに、請求項１－１０に係る発明は進歩性を有しない。

引 用 文 献 等 一 覧
１.国際公開第２００９／０１４６××号
（注）法律又は契約等の制限により、提示した非特許文献の一部又は全てが送付されない場合があります。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
先行技術文献調査結果の記録
調査した分野
・ＩＰＣ

Ｃ１２Ｎ１５／００－１５／９０
Ｃ１２Ｑ１／６８

・ＤＢ名
ＷＰＩ
ＭＥＤＬＩＮＥ／ＣＡ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴＮ）

この先行技術文献調査結果の記録は拒絶理由を構成するものではありません。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
この拒絶理由通知の内容に関するお問い合わせ、または面接のご希望がございましたら下記までご連絡ください。
特許審査第三部 生命工学 審査官 東芝 太郎
ＴＥＬ ０３（３５８１）１１ＸＸ 内線 ９９８８
ＦＡＸ ０３（３５０１）０ＸＸＸ

部長／代理 審査長／代理 審査官 審査官補
特許 一朗 東芝 太郎
９９８８ ９９０１

～～

書類ヘッダ

書類フッタ

本文

一つの書類の中でも、部分に
よって特徴が変わる。

それぞれ語彙や表現が異なる。
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機械翻訳システムの特徴①

多種多様な書類に、それぞれ最適な翻訳エンジンを組み合わせ

1 ニューラル翻訳エンジン
（NMT） 2 統計翻訳エンジン

（SMT） 3 ルールベース翻訳エン
ジン（RBMT）

正確で流暢な訳文。
言語特性の異なる日英、中日にお

いても高品質。

短文、体言止めなどに適する。
言語特性が近い韓日において

高品質。

原文に忠実、定型文の翻訳に適す
る。語彙数に制約なし。

大規模な学習データが不要。

特許公報（要約、請求項、明細
書）本文、審査結果本文

韓日翻訳、「発明の名称」の翻訳
書誌情報、意匠・商標・審決公報

の翻訳

特
長

担
当
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機械翻訳システムの特徴②

当社の自然言語処理の活用

原文のスペースや記号、キーワードを元に前後
行の文章を結合または分割する。また、不要な
飾り文字を除去する。

レイアウト解析処理 特殊表現退避処理

長文分割 誤訳判定

化合物表現や数値表現を一旦、原文から退
避し、別々に翻訳を行った上で再度結合する。

長文を分割し、別々に翻訳を行った上で、再
度結合する。できるだけ文意を損なわないよう
最適な位置を判定して分割。

NMT特有の訳抜け・湧き出しの発生を検知し、
自動的に再翻訳または他エンジンへの振り替え
を行う。

1 2

3 4

詳しくは 園尾 聡，「ニューラル機械翻訳による特許機械翻訳システムの開発，Japio YEAR BOOK 2019(2019) 296-300. 
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機械翻訳システムの特徴③

大規模パブリッククラウドによる分散処理でリアルタイム翻訳を実現。

機械翻訳システム

翻訳サーバ（審査結果NMT） 翻訳サーバ（SMT/RBMT）

Web/APサーバ

要求システム

Microsoft Azure

翻訳サーバ（公報NMT）
翻訳サーバ（公報NMT）

翻訳サーバ（公報NMT）
翻訳サーバ（審査結果NMT）
翻訳サーバ（審査結果NMT）

翻訳サーバ（SMT/RBMT）

翻訳サーバ（SMT/RBMT）

翻訳メモリ、翻訳済データ処理

レイアウト解析、長文分割、特殊表現退避、誤訳判定
→退避戻し、分割戻し

数秒でリアルタイム翻訳

入力文１ 入力文２
入力文３

入力文５
入力文６

文書
文1 文2 文3
文4 文5 文6

入力文４
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終わりに

ニューラル翻訳とアプリケーションの融合

ニューラル翻訳は既に実用化レベル。更にうまく扱うには、前後処理アプリケーションで工夫する
ことが効果的。

特許翻訳の最適解の追求

ニューラル翻訳、クラウドサービスの技術進展は目覚しい。今後も、特許庁、NICTと連携し、最
新の技術を取り入れて、特許分野の機械翻訳ソリューションの最適解を追求していきたい。

他分野へも

本システムの開発で培った技術やソリューションを活かして、他の分野においても機械翻訳の更
なる実用化に貢献していきたい。
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東芝グループ経営理念

人と、地球の、明日のために。
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